
〔研究〕

阿蘇西麓に分布する巨喋層の

地質学的・地史学的な解明

Iはじめに

冠ケ岳(1154）、黒岩（1041）、

阿蘇カルデラの西側には､斗切』ら俵山(1095）

一ツ噸858）、冠ケ岳(1154）、黒岩（1041）

高畑山(796）、があり阿蘇外輪を形成してい

る。これらの山々から流出にた溶岩（先阿蘇

火山岩類、小野：1965）は、ゆるやかな傾斜

で西へ延びている。これらの先阿蘇火山岩類

を_覆って洪積世の堆積物が、西または南西へ

ゆるやかな傾斜で上益城郡益城町一帯まで続

いている。

これらの洪積統中には、津森層（粘土、珪

藻土を主とする）のほか、淘汰不良の莫大な

量に及ぶ円形ないし亜円形の下陣巨喋層が堆

積している。これらを覆って、阿蘇火砕流堆

積物（小野．1965)が広く分布している。

日本の洪積統は、喋層の著しいとと力特色

である。

阿蘇西麓に分布する巨喋層については今西

（1967）によって下陣喋層と命名されへ熊

大教育学部卒業研究として、郷司(1964)

は、上益城郡大矢野地区、太田（1962）は

益城町南部一帯に分布する巨喋層について報

告している。またその他、渡辺（1969ス中

村（1968）の研究報告があるcしかし、いず

れも部分的なものであって、全体的な分布や

性状についての解明は十分なされていない。

筆者は、これらの巨喋層の分布および諸性

状を明確にし、巨喋の運搬の原因は何か、そ

れが堆積した時期はいつ頃である力､さらに

堆積環境などの状況を推定することを目的と

して調査研究した。

この報文は、筆者が昭和43年10月から昭

和44年3月まで､熊本大学教育学部地学教室

に熊本大学料学教育研究室研究生として配属

されたときに調査研究したものである。わず

か6か月の研究期間であったため、テーマに

向山小西村渡

ついての解明が不十分であるカミ多くの資料

をできるだけ集めることに重点をおいた。

本研究を行なうにあたり、田村助教授には

野外室内を通じて終始ご指導を給わった。

球磨農高渡辺一徳氏には、野外で阿蘇火砕流

堆積物の判定およびいくつかの重要な事項に

ついての助言をいただいた。また研究生の松

井紀志子氏には、資料作成のほかいろいろ援

助を受けた。以上の方食に心から感謝する。

なお研究生としての機会を与えてくださっ

た県教育庁および市教委の方々、それに向山

小釘沢太郎校長（現五福4校長）以下職員の

方々に厚くお礼申し上げる。

Ⅱ地質概要

阿蘇西麓の金山川流域には、緑色片岩を主

とし、それに石墨石英片岩を伴う三波川の特

質をもつ古生代の木山変成岩が分布している。

下流の下陣部落一帯には、それと不整合に、
厚さ約30mの砂岩、喋石､凝灰岩質泥岩をは

さんだ珪藻土を主とする津森層が、ほとんど

水平に載っており、それは、下陣巨喋層によ

って覆われている。

上流の猿帰西方には、上部白亜紀の御船層

群が、木山変成岩と不整合に堆積し、南方で

第1図調査地域
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物である喋層が分布している。これを天神森

喋層とする。

Ⅲ巨喋の分布とI性状・測定結果

1．測定方法

主な統計地点として、東西約14Km､南北10

画Iの範囲で、巨喋の露頭が明確で広い範囲に

わたって分布している20か所を選んだ（第2

図）

巨喋の堆積している厚さは、2万5千分の

1の地形図および推定によって算出した。

巨喋の組成については、各地点の露頭区域

で、磯の形は無関係に、5”以上の磯を無作

為に50個採集して分類し統計をとった。

磯の大きさの統計は4〆範囲内で、大きい

方から10個選び粒経を測定して求めた。粒

経は、磯の最長径の長さとした。

基質部と磯の割合、形、円磨度を比較する

ため、各地点の露頭範囲で最も適当と思われ

る場所を決め、l〆の範囲を写真にうつし、

は、北東に延びる蛇紋岩と接している。この

蛇紋岩には、玄武岩の貫入がみられる。

城山の南方および赤井川の流域には、喋岩

頁岩を伴った帯緑色ないし赤色の砂岩および

砂質頁岩を主とした御船層群が広く分布し、

上益城郡御船一帯まで続いている。

益城町北向一帯には、蛇紋岩が（伴玄武岩〕

せまい範囲に分布している。内寺付近には、

粘土層の上に下陣巨喋層が載っており、それ

らを覆う阿蘇火砕流堆積物が西方へ広く分布

している。

また新生代の第三紀に噴出したと考えられ

る古流球火山帯の活動による俵山、一ツ峰、

冠ケ岳、黒岩、高畑山、長山などの先阿蘇火

山岩類を覆って、大矢野原、天神原から下鶴

一帯にかけて巨喋層が堆積している。阿蘇火

砕流堆積物は、これらの巨喋層を部分的に覆

っている。

なお、天神森電信山一帯には、阿蘇火砕

流堆積物を覆って、かなり新しい時期の堆積

第2図巨喋の統計地点 帳山
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さらにそれを紙に複写した。（第7図）

2．分布

巨喋層の分布は、第3図に示すとおりであ

る。主な分布地は、内寺一帯、金山川と木山

川にはさをれた川内田から北へ約3恥のとこ

ろにある杉堂までの一帯、さらに、猿帰､南

原浅数、下鶴、北川内、吉無田一帯である。

また西原村の出ノロにもかなりの分布を見る

ことができる。

第4図は、巨喋層の分布と高度の関係をみ

たものである。

巨喋は、標高約50mから600mとかなり高

いところまで分布している。特に先阿蘇火山

岩類と接する、出ノロ、樺迫、吉無田などで

は、標高約500m～600mか也点に多量の磯

普通姉石・紫蘇輝石安山岩

輝石安山岩

普通輝石・紫蘇輝石安山岩、複輝石安山岩1

角閃石複輝石安山岩､含徹横石複輝安山岩

（2厄喋の大きさ・形

巨喋の各地点における最大10個の平均粒

経を測定し、平均値を出したものが第6図で

ある。また’〃fの範囲内における巨喋の形・

大きさお､よび基質部と磯の割合を示したもの

が第7図である。

操の淘汰は、各地点とも著しく悪く、大小

さまざまの磯が密集している。そして巨喋層

の層相は、水平的にも、垂直的にも、また場

所によってもほとんど変化しないのが特色で

ある。

が堆積している。

3．性状

(1)巨喋の組成

巨喋は、翻艮判定に

よって、輝石安山岩、

角閃安山岩、玄武岩お

よび砂岩との変成岩類

の5種類に大別できる。

巨喋の喋種による組成

を示したものが第1表

第5図である。

表からわかるように、

巨喋層の喋種の特徴の

もう一つは阿蘇火砕流

堆積物を含在ないこと

である。

火成岩類は、検鏡に

よって次のように分類

することができる。

玄武岩

普通輝石撒横石玄武

岩

角閃石安山岩

普通輝石・紫蘇輝石

・角閃石安山岩、含
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Ⅳ巨喋の堆積環境第1表

各地点における巨喋の

喋種による粗成

上記の操の測定結果と、この地域の地質学

的知見とを合わせて、巨喋の堆積状態や環境
について考察してみたい。

巨喋は、下陣、柿迫、内寺、川内田、猿帰

南原、浅薮、下鶴山中、北川内、出ノロな

どに分布している津森層かその相当層と思わ

れる粘土層の上にほとんど全地域とも堆積し
ている。

津森層は、今西（1967）によると、湖i成堆

積物であると述べられている。巨喋層は、粘
土層堆積後引き続いて莫大な量の喋の供給に

よって形成された様相を呈している。そうす

ると巨喋の堆積も津森層の堆積環境と同じく

湖成の堆積物とも考えられる。しかし、巨喋

層の堆積時期には、津森層の堆積時期には想

像も及ばぬ莫大な量の水の供給があったろう。

なるほど、杉堂から上陣、柿迫、内寺へか

けての地域および、猿帰南原、浅薮にかけ

第5図各地点における巨喋の喋穂による粗放
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この地域は、急崖を形成する木山変成岩そし

て、御船層群の向が総造をもつ北翼部の急崖

によって、当時はこの辺が盆地状地形を呈し

そこに磯の供給があったと考えられる。

北川内、下鶴一帯について考えてみると、

この地域が西端が阿蘇火砕流堆菰物によって

覆われているために、十分な考察のてがかり

を得ることはできないが、喋の一部が御船町

下梅木の発電所からバス道路にそって1陥､東

方の崖にも観察できることから、かなりの範

囲･まで際が流れたものと思われる。

巨諜層の分布の西限は、下陣､･福原までで

あり、木山川によって完全に断ち切られてい

る。（第3図）ところ力、菊陽村道明での

ボーリング資料によると、地下86mから133

WLまで約50祝の厚さのこれに似た巨喋の層が

溶岩に載っていることは注目すべき事実であ

る。（第8図）もしこれが阿蘇西麓に分布

する下陣巨喋層の続きだとするなら、木山lI

以西の台地を形成する阿蘇火砕流堆積物およ

び、託麻、保田窪砂喋層の下部にも広く分布

する可肯誰が強い。それが事実であるとすれ

ば、巨碑摺は、せまい範囲の盆地性の堆積物

でなく、かなりの力で磯が広範囲に運搬され

たことになる。

次に喋の組成と供給源について考えてみた

い。磯の大部分が輝石安山岩および角閃石安

山岩であることから、俵山、冠ケ侭.黒岩、

一ツ峯に由来するものと考えられる。

内寺、柿迫にみられる変成岩類の磯は、木

山変成岩に由来する。

柿迫の玄武岩の喋は、その東方に分布する

道
明

___一

潤一

蛇紋岩に貫入した玄武岩から、猿帰の玄武岩

の磯は、500肌東方の権現山に由来すると考

えてよい。その他堆職岩類は、すべて御船層

群に由来している。

このことから喋は、基盤の岩石がその誉ま

ぬけ出して喋として存在するも,のは少〈、わ

ずか北東から南西への移動が考えられなくて

はならない。（第9図）

では、これらの巨喋を多量に運搬させ、円

磨させたのは、何の力によるものだろうか。

運搬力を増加させる条件としては、降水量の

増加および、土地の隆起、氷河の影響などに

よる海水準の変化による勾配の増加などが考

えられる。小沢（1926）は大雨期説急小林

平林（1955）は土地の隆起による勾配の増加

とたびかさなる大洪水による説を論じている

がいずれもはっきりした証拠は示されていな

い。

筆者も本論題からして、その点について解

明することが目的であるが、これだけの資料

で結論を出すことは危険である。しかし、あ

えていうならば、次のことが考えられる。

①磯の移動距離が少い場所でも、喋はか

なりよく円磨されている。

②喋がかなり大きく層厚が大である。

③淘汰が著しく悪い。

などの事実から考えて、現在みられるよう

な河川による堆積物でなく、莫大な量の水の

供給が考えられたくてはならない。そうする

とやはり、長期にわたる大雨、たびかさなる

洪水、あるいは氷期との関係が考えられなく

てはならない。
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Ⅵ結論
1(I； △蝦叫

一

本研究の結果は、次のように要約結論され

る。

1．阿蘇外輪西達に分布する下陣喋層は、東

西約4m、南北約10恥の広範囲にわたっ

ている。

2．巨喋層の層相は、水平的にも垂直的にも

ほとんど変化がみられない。

3．巨喋層の厚さは、場所によりかなり差異

はあるが、薄いところで約10m，厚いとこ

ろでは約100m～160m(北川内、川内田、

下陣）に達する。

4．巨喋層の分布する高度は、標高約50m~

500mである。なお道明でのボーリング資料

から考えて、託麻台地の下部86m以下の地

第9図古水流方向（推定）
〆

v地史的 考察

下陣巨喋層が堆積した地質時代を決定する

ことは、大変困難である。そこで、各露頭に

おける基盤岩の物質および巨喋を覆う堆祇物

が何である力、また巨

磯の磯種などから考え

られることは、少くと

も先阿蘇火山の活動後

津森層かそれに相当す

ると思われる粘土層の

堆積後である。しかも

それは、阿蘇火砕流

（とくにAso-1)堆積

物の堆積前で洪積世の

初期であることはまち

がいないd

地域の層序を示すと

第2表のとおりであふ

下陣巨喋層と他地域

の地層の対比について

の試案を次に述べる。

対比にさいしては、鍵

層となるものがなく困

ったが、阿蘇火砕流堆

積物を鍵層にした。

第2表 阿蘇外輪西麓地域の層序

-14-

新生代

中生代

古生代

第四侭

■一一一一一一一

第三期

沖積世

洪積世

鮮新洪積世

上部白亜府

三畳紀．二畳侭

二畳侭

沖積偏

保田窪砂喋層

託麻砂喋層

ABo-4火砕流堆積〃

高遊原溶岩

大峰火砕立]皇大峰火山

粘土（砂喋を含む）層．天神森層

ABo-3火砕流堆積勅

ABo-2火砕流堆秋財

ABO－1．2間の溶岩流

Aeo-1火砕流堆積物

下陣巨喋層

津森層および
1

先阿蘇火山岩

御船層群

蛇紋岩の貫入

水越屑

木山変成岩

淵
漁

武岩の貫入

野山、安山岩

流 出 ．
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士一

下にも存在する可能

性も強い。

5．磯は主として亜円

で15～20cmから50

～60”の粒経の巨喋

が大部分を占めてい

るo

6．喋種は、先阿蘇火

山岩に由来する輝石

安山岩の占める比率

は、全体の約9(恥で

ある。

7．古水流を考えると、

北東から南西方向へ

の流路が考えられる。

8，巨喋層には、阿蘇

火砕流堆積物の喋を

含まない。また巨喋

層は、ABo－l火砕

第3表洪積世諸層の対比

対比の基礎参考資料大塚（1966）首藤（1962）

宮本他（1962）有明"院グループ．（1％5）

－15－

木 山 熊本・菊池 島院

沖積層

託麻砂喋雇

阿蘇火砕流堆積物
(Aso-1,2,3)

下陣巨喋層

津森 層

沖積層

上部ローム層

保田窪砂喋層

中部ローム層

託麻砂喋層

中部ローム層

菊池砂喋層

阿蘇火砕流堆積物

花

(Aso-4)

房 原

阿蘇火砕流堆積物
(Aso-1,2,3"

沖積層

大江層

阿蘇火砕流堆積物
（ABo-4）

中 位段丘碑

竜石層

口ノ津臆



堆積物でなく、長期にわたる大雨、たびか

さなる洪水による力、海水準の変化にとも

なう侵食力の増加によるものと考えられる。

＊9，10項については､筆者の主観的な考

えが多分にはいっている。今後引き続いて

これらの事項についての解明に努力し研究

流堆積物によって覆われ、津森層かそれに堆禰勿でなく、長期にわたる大雨、

担当する層を覆っている。そのことから考さなる洪水による力、海水準の変化

えて、巨喋層は、洪積世のはじめ頃で、なう侵食力の増加によるものと考え

A“－1火砕流堆積物の堆積前である。*9，10項については､筆者の主観’

9．巨喋層は、島原一帯に分布している竜石えが多分にはいっている。今後引きj

層か、ロノ津層の上部上有,馬層あたりに対これらの事項についての解明に努力

比 できるのではないかと思われる。を続けていきたい。

10.巨喋は、現在みられるような河川による
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Ⅷ図、版

図版説明

1．南原粘土層の上の磯

3．猿帰先阿蘇安山岩の巨喋を含む

5．杉堂：Aeo－1に覆われる巨喋

7．杉園：ABo－1の上の巨喋層

－17－

左側の山はみな巨牒

杉園：御船層群に不整合にのる磯

中畑

下鶴から北川内を望む左側の山はろ

阿蘇火砕流堆械物を含む新しい喋層

北川内.:粘土層の上に堆穣する巨喋




